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コ ー ス 学校支援 

活動・研究 

テ ー マ 
「音楽を響かせ 地域を元気に ２０１５」 

〈活動・研究の意義、目的〉 

① 本校児童や保護者・地域の方々・避難されている方々など、聴く人

に感動と元気、生きる活力を与えることができるような音楽を創造

していく。 

② 心を一つにしてよりよい演奏を共に創り上げる楽しさを分かち合い

ながら、協調性・思いやりなどの心を育むことができる子どもの育

成を目指す。 
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【福島市立三河台小学校吹奏楽部今年度の活動報告】 
 

本校では、校内にとどまらず地域にも目を向け、多くの場面で音楽を披露し、共に音楽のすはらしさを共有

してきた。中には涙を流して感動してくださる方、感謝しながら帰っていかれる方もおり、逆に演奏する側が

勇気づけられることも多いのが事実である。そうした活動の一部を紹介したい。 

 

① 福島駅前での演奏会にて 

演奏会では、子どもたちが選んだお馴染みの曲目を演奏した。 

当日は生憎の雨で、カッパを着用してのテントの中での披露とな 

ってしまったが、多くのお客さんが来て下さり、手拍子をして参 

加してくださるなど、共に楽しいひと時を過ごすことができた。 

初めてのイベント企画であったが、多くの方から来年度もぜひ見 

たいとの要望がたくさん寄せられており、手応えを感じた。 

② 地区内中学校(岳陽中学校)との合同演奏会にて 
 毎年恒例になっている合同演奏会では、コンクール曲である 

「ひまわり、１５本」そして観客の方にも喜んでいただこうと、 

「ディズニーメドレー」を演奏した。雰囲気を醸し出すために 

ゴッホのヒマワリの絵を飾ったり、動きを入れた演出を施した 

りと、子どもたちと話し合いながらステージを築き上げていっ 

た。今年は、前年度より多くの方々が暑い中訪れてくださり、 

大いに盛り上がった。アンケートの中には、「小学校の評判を 

聞いてやってきました。まさかこれほど素晴らしいとは……。 

小学生とは思えないほどの素晴らしい演奏で、びっくりしました。これからも福島の子どもたちがこんなに

頑張っていることをたくさんの方々に発信していってくださいね。応援していますよ。」といった励ましの

言葉も入っており、部員全員が大きな自信と勇気をいただいた。今後の活動に大きな弾みをもたらしてくれ

た。 

③ 三河台地区文化祭演奏会にて 
日頃お世話になっている地域の方々の前での演奏の機会をいただいた。 

いろいろな場所で今年度の子どもたちの活躍を耳にしている方が多く、 

かえって子どもたちは緊張している感じであったが、心を込めて演奏 

していた。曲の選定でも、５０代以上の方々を対象とした曲「ピンク 

レディメドレー」をダンスも盛り込みながら演奏した。大反響だった。 

一人暮らしのお年寄りの方も多かったと聞く。最後の「ふるさと」の 

演奏では、涙して一緒に歌を口ずさんでいる方もおり、楽しいひと時 

を過ごしてくださったと信じたい。 

④ 子どもの夢を育む「こむこむ館」主催「こむこむコンサート」にて 
各種コンクール等でよい成績を収め、選抜された学校のみがコン 

サートを開催できるという福島市内の小中学生にとっては憧れのコ 

ンサートである。今年度も声がかかり、１時間程度のコンサートを 

行った。こむこむ館で毎月作成し、市内に配付しているチラシにも 

大きく取り上げられるため、予想以上の多くのお客さんがいらっし 

ゃる。中学生の OBも駆けつけ、毎年賑やかな催しの一つとなって 

いる。アンサンブル曲も含め、計１７曲を演奏した。司会進行も子 

どもたちが行い、会を盛り上げた。 

⑤ 全国大会最優秀賞受賞記念演奏会及び六年生引退コンサートについて 
   第２１回日本管楽合奏コンテストで最優秀賞を受賞したことを地域の方々に報告するための演奏会を 

３月１３日に予定している。これまで頑張ってくれた６年生の引退を兼ねているため、最後の務めと、 

６年児童が実行委員として、企画運営を行っている。これまでお世話になってきた地域の方々、そして 

避難していらっしゃる方々にも手作りちらしを配付、地域の新聞や情報誌での PＲ記事の掲載など、積 

極的に宣伝し、多くの方々に来場していただけるよう、働きかけているところである。また、これまで 

指導してくださった多くの講師の先生方との合同演奏もあるため、内容の濃いプログラムとなっている。 

ぜひ成功させたい。 

 

＜活動・研究報告＞（時期、内容、成果や子どもたちへの効果などを記入。A4用紙 1～2枚でおまとめください。） 



【総括】 

  今年度は、コンクール関係でも、これまでにないくらいのよい成績を収めることができた。県吹奏楽コン

クールでの金賞受賞、アンサンブルコンテスト東北大会金賞受賞、県小・中学校音楽祭(第二部合奏)での金

賞受賞、第２１回日本管楽合奏コンクールでの最優秀賞受賞と、さまざまなコンクールで活躍することがで

きたのも、多くの方々からのかげながらの応援があってのことと、深く感謝している。きっと今回のこうし

た活動の積み重ねが、人のために演奏する楽しさ、充実感を味わう一つの契機となり、より豊かな表現力を

もたらし、こうした成績にもつながっていったと考えられる。こうした地域に貢献する体験は、豊かな心を

育むためには欠かせない活動であることを再確認させられた。 

  子どもたちも音楽がますます好きになり、熱き思いを持って地道に活動を続けているが、教員の指導力不

足、楽器の老朽化が大きな課題となっていて、日々頭を悩ませていたのが実情である。今回ちゅうでん教育

振興助成をいただくことができたことで、こうした課題が少しずつ解消し、子どもたちの夢をかなえる一助

となったこと、深く感謝したい。そして、これからも、地域の方々に更なる元気を与えられるよう、日々感

謝の心を忘れず、みんなで頑張っていきたい。 

 

 

 

＜活動・研究報告＞（時期、内容、成果や子どもたちへの効果などを記入。A4用紙 1～2枚でおまとめください。） 

＜地域の情報誌掲載記事＞ ＜コンサートの広告＞ 

＜コンサートの予告記事＞ 


